
１.経 過 ２.将来整備イメージ図 

３.主な施設の整備状況・スケジュール

【現況図】 

（１） 富士見周辺地区整備基本計画  平成 20(2008)年 3月策定 

富士見周辺地区には、富士見公園を中心に様々な市民利用施設が集積し

ており、市民の憩いの場やスポーツ・文化・レクリエーション活動の拠点となっ

ているが、公園本来の緑地や広場が少なく、市民利用施設の老朽化への対

応などの課題の解決に向けて、基本的な整備方針を定めるものとして策定し

た。 

整備目標① 富士見公園の再生 

公園本来の機能である緑地や広場の確保に努め、都心における総合公

園にふさわしい都市公園としての機能回復を図る。 

整備目標② スポーツ・文化・レクリエーション活動の拠点機能の強化 

市民利用施設については、市民の利便性の向上や安全性の確保に努め

るとともに、都心にふさわしいスポーツ・文化・レクリエーション活動

の拠点機能の強化を図る。 

（２） 富士見周辺地区整備実施計画  平成 23(2011)年 3月策定 

｢川崎再生フロンティアプラン第３期実行計画｣の策定との調整を行いながら、

公園・各施設の段階的な整備の推進に向け、公園区域全体の整備の進め方、

各施設の整備方針、整備手順などを取りまとめ、概ね 10 年程度の整備スケジュ

ールを示し、再編整備を行うことを目指すものとして策定した。 

（３） 富士見公園再編整備基本計画  （計画策定中） 

富士見周辺地区整備実施計画等に基づき、公園の南側施設と北側施設の特

性や、求められる機能を考慮した整備を進めるため、都心における総合公園とし

ての機能回復に向けた再編整備基本計画の策定を目的としている。 

陳情第２９号 富士見周辺地区整備計画に伴うテニスコートの新設を求める陳情 

● 富士見周辺地区整備計画の概要 

資 料

北側再編施設 整備イメージ拡大図 ●現況図 

●整備イメージ 

北側施設

富士見公園北側のテニスコートや相
撲場、駐車場などについては、利用へ
の影響を極力抑えるとともに、施設配
置については、公園南側への配置も含
めて検討していく。 

駐車場については、公園全体におい
て、平面駐車場の分散配置についても
検討を進める。 

スポーツ・文化
総合センター 

旧児童プール及
びテニスコート2
面までの範囲がス
ポーツ・文化総合
センターの敷地と
なる。 

テニス
コート 

スポーツ・文化総合

センター（工事中） 

相撲場、 

弓道場 
駐車場 

前期（平成２８～２９年度） 後期（平成３０～３４年度）

スポーツ・文化総合センター 施設整備着手

北側施設
（テニスコート、相撲場等）

南側施設
（プロムナード、子供広場北
側、エントランス等）

長方形競技場
富士通スタジア
ム川崎として供
用開始

川崎競輪場
コンパクト化の
推進

平成２７年度整備等項目
整備推進期間（概ね７ヵ年）

再編整備計画
の検討

北側施設の整備

南側施設の整備

第１段階整備（コンパクト化・既

存メインスタンド耐震化）

＜平成２８年度目途＞

将来のコンパクト化の検討

（まちづくりの視点や長期的展望を視野

に入れ、将来の競輪場のあり方を継続

第２段階整備の検討

（協議需要等を踏まえて、整備時期・規模等を総合的に判断）

施設整備

整備設計

凡例   都市計画法の都市公園区域（H23.11.30変更） 

隣接する民有地 

（都市計画区域） 

隣接する民有地 

（都市計画区域）

富士通スタジアム川崎 
●段階的整備 

・第 1 段階：4,000 席(平成 26 年度完成) 

・第 2 段階：競技需要等を踏まえ整備 
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●等々力緑地再編整備の取組 

3 公園として拡大するエリア』（6.3ha）の詳細図 1 「等々力緑地再編整備実施計画」における当該地の位置づけ 

2 陳情地と等々力テニスコート 

「公園として拡大するエリア」 

（面積6.3ha） 

「現段階で公園として公告しているエリア」

（面積36.6ha） 

「事業化と区域のあり方を検討するエリア」

（面積13.5ha） 

都市計画区域
（面積５６．４ｈａ） 

「実施計画の対象区域」（面積42.9ha）

事業認可区域 

テニスコート 

（人工芝10面、ナイター照明有） 

「公園として拡大するエリア」 

多摩川

市民ミュージアム

ふるさとの森

第１サッカー場

第２サッカー場

駐車場

資材

置場

移植樹木

仮植え場

多

摩

川

管

理

事

務

所

資材置場
（公園管理用）

花壇（市民 

活動スペース）

芝

生

養

生

地

流量調整池

建設予定箇所

高度処理

施設建設

予定箇所

工事車両の出入口 

①下水処理施設工事完了年度 

 平成 36年度（予定） 

②高度処理施設及び流量調整地

の整備においては、互いの建

設予定箇所を工事ヤードや残

土置き場として利用する。 

③公園としての上部整備は、平

成36年度以降となる見込みで

ある。 

④現在は、公園管理用の資材置

き場等として暫定利用してい

る。 

(1) 下水処理施設建設区域 

①再編整備期間中は、陸上競技

場や野球場の整備に伴う樹木

の仮植え場や資材置き場とし

て利用する。 

②再編整備に伴い移設が必要と

なった多摩川管理事務所の車

庫・倉庫を暫定設置している。 

③以前から、花壇（市民活動ス

ペース）、陸上競技場の芝生養

生地として利用している。 

(2) 公園管理区域 

年度 H27          H29          H33          H37 

再編整備事業  

 完成予定施設 

公園として拡大するエリア  

事業推進 

●正面広場及び周辺道路 

   ●硬式野球場 

      ●じゃぶじゃぶ池、中央園路 

         ●中央広場 

下水処理施設工事 （Ｈ３６ 完成予定） 

整備内容検討 公園整備 

4 再編整備事業スケジュール 

公園として拡大するエリア 等々力テニスコート 
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★ 高度処理事業の目的 

 東京湾流域別下水道整備総合計画※で定められた放流水質の達成 

★ 目標 

 （１）年次：平成36年度 

 （２）水質項目：ＣＯＤ（化学的酸素要求量）、窒素、リン 

★ 整備概要 

 ① 高度処理施設（脱窒ろ床）の新設……窒素除去 

 ② 流量調整池の新設………………………水処理センターに流入 

する下水量の時間変動 

の平均化 

③ 既存反応タンクの改造…………………窒素・リン除去 

※東京湾流域別下水道整備総合計画とは 

河川、海域等の公共用水域の水質環境基準（環境基本法第16条）

を達成維持するために必要な下水道の整備を最も効果的に実施する 

ため、下水道法第2条の2で規定された東京湾流域に位置する自治体

の下水道事業計画の上位計画です。

第一段階〔流量調整池建設〕 第二段階〔高度処理施設（脱窒ろ過）建設〕 

～凡例～ 

地上からの工事 

既存地下施設内の工事 

建設用地 

将来

窒素・リン 

がいっぱいだ 

たくさん食べて 

仲間を増やすぞ 

昭和４０年代半ばの多摩川（田園都市線） 

現在の多摩川 
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